
 

平成２８年１月２５日 

報道機関各位 

                             熊 本 大 学 

日本学術振興会科学研究費補助金研究成果公開シンポジウム 

「いま、アッコンが面白い！－タネ・ムシ圧痕が語る先史・古代の農とくらし－」を開催！ 

 

 熊本大学文学部小畑研究室は、日本学術振興会科学研究費補助金研究成果公開シンポジウム「い

ま、アッコンが面白い！－タネ・ムシ圧痕が語る先史・古代の農とくらし－」を開催いたします。 

縄文時代や弥生時代の土器についたタネやムシなどの痕跡をもとに、当時の農耕のあり方や人々

の暮らしぶりなどを復元する「圧痕法」と呼ばれる画期的な方法によって、近年これまでよくわか

っていなかった新たな考古学的な事実が数多くわかってきました。本シンポジウムでは、それらの

話題を皆様に紹介するとともに、本研究法の現状と未来について考えます。 

ついては、広く一般の方へお知らせいただくとともに、当日の取材方、よろしくお願いいたしま

す。 

 

記 

 

【日  時】平成２８年２月１４日（日）9：30～16：50 

【場  所】福岡市博物館講堂 福岡市早良区百道浜３丁目１－１ 

【対  象】一般の方（興味があるかたはどなたでも） 

【参 加 費】無料 

【申込方法】事前申込み不要 

 

※詳しくは別紙チラシをご覧ください。 

 

 

【お問い合わせ先】 

熊本大学文学部 小畑研究室 

担当：小畑 弘己 

TEL：096-342-2423 
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